
 

 

【令和７年度 全国学力・学習状況調査の結果】 
中学校３年生を対象とした「全国学力・学習状況調査」の札幌市の概要が新聞等で発表になっています。

本校での各教科の概要と課題、改善の方向と学習等の結果を以下に提示いたします。ご家庭での指導等にご

活用ください。 

なお、本調査で測定できるのは、学力の一部であり、学校における教育活動の一側面であることも同時に

お伝えいたします。 
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本校の概要 今回の調査における課題 

【知識及び技能】 

□「言葉の特徴や使い方に関する事

項」の平均正答率 

・全国平均とほぼ同程度であるがやや

上回っている 

【思考力・判断力・表現力】 

□「話すこと・聞くこと」の平均正答率 

・全国平均とほぼ同程度であるがやや

下回っている 

□「書くこと」の平均正答率 

・全国平均とほぼ同程度であるがやや

下回っている 

□「読むこと」の平均正答率 

・全国平均とほぼ同程度であるがやや

下回っている 

●文脈に即して漢字を使うこと 

●資料や機器を用いて自分の考えがわかりやすく伝わるように

表現の工夫をすること 

●自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書く

こと 

●文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えること 

改善の方向 

○漢字の音訓を意識し、同音異義語などの意味の違いに注意す

るなどして、漢字を正しく使う指導の充実 

○自分の考えが聞き手に分かりやすく伝わっているかを確認し、

資料や機器の使い方について検討する指導の充実 

○伝えたい事柄とその根拠とを適切に結び付けたり、事実や事

柄を具合的に示したりして書く指導の充実 

○文章全体や部分における構成や展開を把握した上で、構成

や展開、その効果について考える指導の充実 
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本校の概要 今回の調査における課題 

□「数と式」の平均正答率 

・全国平均に比べ、上回っている。 

□「図形」の平均正答率 

・全国平均に比べ、上回っている。 

□「関数」の平均正答率 

・全国平均に比べ、ほぼ同程度。 

□「データの活用」の平均正答率 

・全国平均に比べ、ほぼ同程度である

が、やや下回っている。 

 

●素数の意味の理解 

●統合的、発展的に考え、条件を変えた場面について、証明を評

価・改善すること 

●一次関数の変化の割合を基に、xの増加量に対する yの増

加量を求めること 

●事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明する

こと 

●相対度数の意味の理解 

●不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、判断の理由を数

学的な表現を用いて説明すること 

改善の方向 

○整数を様々な視点で分類する。 

○元の証明を、評価改善することを通して、条件を変えた

場合の証明ができる。 

○増加量と値を求めることの過程と結果の違いを捉える。 

○問題解決のために数学を活用する方法を考え、説明でき

るようにする。 

○データの特徴を読み取る活動を通して、相対度数の必要

性と意味を理解する。 

○判断の理由を確率を用いて説明できるようにする 
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本校の概要 今回の調査における課題 

□「エネルギー」を柱とする領域 

・知識については「下回ってい
る」、思考については「ほぼ同
程度であるがやや上回ってい
る」 

□「粒子」を柱とする領域 

・知識については「下回ってい
る」、思考については「上回っ
ている」 

□「生命」を柱とする領域 

・知識については「上回ってい
る」、思考については「下回っ
ている」 

□「地球」を柱とする領域 

・知識については未実施、思考に
ついては「上回っている」 

●「エネルギー」・「粒子」領域の知識問題の正答率が、

全国平均に比べ、低い。 

●「生命」領域のみ思考問題の正答率が低いが、問題を分

析すると、他領域の思考問題が既習知識をほぼ必要とし

ない思考問題だったのに対し、生命領域のみ既習知識を

活用して思考する問題となっており、知識不足が正答率

の低さに結びついていると考えられる。 

改善の方向 

○「エネルギー」・「粒子」の知識問題の正答率を上げる

ためには、基本事項を繰り返し丁寧に指導していく必要

があると考えられる。 

○「生命」領域の知識問題のみ正答率が良かったが、問題

内容は正しいスケッチの仕方を選択するというものであ

り、各学年で繰り返し履修する内容であったことから、

指導を定期的に繰り返し行うことが有効と考えられる。 

※本校の概要の見方 

□それぞれ領域ごとの本校の平均正答率と全国平均との差を用いて比較しています。 

 

  

 ＋３．１ポイント以上          →「上回っている」 

  ＋３．０ポイントの範囲内で全国平均以上 →「ほぼ同程度であるがやや上回っている」 

  全国平均と同じ             →「ほぼ同程度」 

  －３．０ポイントの範囲内で全国平均以下 →「ほぼ同程度であるがやや下回っている」 

 －３．１ポイント以下          →「下回っている」 



 

 

生活や学習に関する調査について（生徒質問紙調査における全国平均との比較） 

※すべての質問において、全国平均と比較して、本校生徒が肯定的（当てはまる、どちらかといえば当て

はまる）な回答をした割合が、高いものと低いものについて、お伝えいたします。 

 

 

 

【肯定的な回答の割合が高い項目】 

基本的生活習慣等…●朝食を毎日食べていますか 

挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感、幸福感等…●先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思い

ますか●人が困っているときは、進んで助けていますか●いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思

いますか●学校に行くのは楽しいと思いますか●自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか 

学習習慣、学習環境等…●分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫す

ることはできていますか 

地域や社会に関わる活動の状況等…●地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか 

ICTを活用した学習状況…●あなたは自分がインターネットを使って情報を収集する（検索する、調べるなど）

ことができると思いますか●あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って学校のプレゼンテーショ

ン（発表のスライド）を作成することができると思いますか 

主体的・対話的で不快学びの視点からの授業改善に関する取組状況…●授業で学んだことを、次の学習や

実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすることができると思いますか●先生は、授業やテストで間違えたと

ころや、理解していないところについて、分かるまで教えてくれていると思いますか●授業や学校生活では、友

達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか 

総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科道徳…●総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報

を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか●道徳の授業では、自分の考

えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいますか 

【肯定的な回答の割合が低い項目】 

学習習慣、学習環境等…■学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時

間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用

して学ぶ時間も含む）■学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、

PC・タブレットなどの ICT機器を、勉強のために使っていますか（遊びなどの目的に使う時間は除く）■あなた

の家には、およそどれくらいの本がありますか（一般の雑誌、新聞、教科書は除く）■新聞を読んでいますか 

ICTを活用した学習状況…■１、２年生のときに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT機器を、どの程度

使用しましたか 

【生徒質問紙調査の結果から】 

家庭学習について、平日の学習時間は全国平均より高い傾向にありますが、その反面、本校の昨年度の生徒

と比較すると「30分より少ない時間」や「全くしない」の割合が若干増えています。 

昨年度の調査に続き、「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる

」と肯定的な回答が全国平均より高い傾向が見られます。今後も、教職員と生徒との間における最適

なコミュニケーションを重視し、相互の信頼関係の構築に努めるとともに、生徒が安心して学校生活

を送ることができる環境づくりに取り組んでまいります。 

「自分と異なる意見について考えることは楽しい」「授業や学校生活では、友達や周りの人の考え

を大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいる」とする肯定的な回答が昨年度に

比較して増加傾向にあります。また、「１、２年次に受講した授業において、ＰＣ・タブレット等の

ICT機器をほぼ毎日使用した」と回答した生徒の割合も、昨年度に比べて増加しています。これらの

結果を踏まえ、今後においても Chromebook等の ICT機器を積極的に活用し、児童生徒一人ひとりに

応じた個別最適な学び及び協働的な学びの一体的な充実を図っていきます。 


